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パン用小麦「ミナミノカオリ」の穂発芽の発生を回避し、生産安定を図るための播種時期 

［要約］「ミナミノカオリ」の穂発芽の発生を避けるため、梅雨入りの平年値である6月5

日までに収穫を行うには、4月15日までの出穂が必要である。穂発芽の発生と、凍霜害や

雑草害の危険を回避するには、11月10日～11月20日が播種の適期である。 
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［背景・ねらい］ 

 県内で栽培されているパン用小麦「ミナミノカオリ」は熟期が遅く、穂発芽しやすいため、収穫時期

が梅雨に重なった場合、穂発芽の発生により検査等級が規格外に格付けされるなど、品質の低下が問題

となっている。穂発芽の発生を回避し、生産の安定を図るため、「ミナミノカオリ」の適正な播種時期

を明らかにする。 

 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．「ミナミノカオリ」の出穂期から成熟期までの登熟期間は50日前後必要で（表１）、出穂期

が4月15日以降になると、年によっては成熟期が梅雨入りの平年値である6月5日より遅く

なることがあり、降雨に遭い穂発芽の発生する危険が高まる（図１）。 

 

２．出穂期を4月15日より早くするためには、播種期を11月20日より前にする必要がある 

（図１）。 

 

３．11月20日以前の播種でも、大きな減収や品質の低下はみられない（表１）。 

 

４．遅播きによる穂発芽発生の危険と、早播きによる凍霜害や雑草害の危険を考慮すると、「ミナミノ

カオリ」の播種の適期は、11 月 10 日～11 月 20 日である。 

 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．県内の「ミナミノカオリ」の栽培において適用できる。 

 

２．これらは基準通りの施肥（6-3-3-4）を行った場合の結果である。出穂期が4月15日よ

り遅れた場合、穂揃期追肥を減肥すれば、成熟期を1～2日早める事が出来るが、子実タン

パク質含有率は1.5～2ポイント程度低下する。 

 

３．収穫時期の降雨により穂発芽の発生が予想される場合、成熟期前でも、子実水分が30%

以下になれば早刈りするなどの対応について検討しておく。 

 

４．11 月 1 日から 11 月 5 日の播種では、出穂期が 4 月第 1 半旬より早くなるため、年によっては凍霜

害が発生する危険がある。また、スズメノテッポウなどの雑草の発生量も多く、雑草害の発生により

子実タンパク質含有率が低下する事もあるため、11 月第 1半旬の播種は避ける。 
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